
六鈴の由来について

形全体は古代婦人の装身具のひとつであった鈴釧（すずくしろ）をもとに図
案化された。

その鈴を六個、現代風の鈴の形にして円形に組み合わせると、中が六角
形になり、六稜の鏡の形となる。
鏡と鈴が配されていることが婦人の生活の理想を象徴するものされた。

最初は「女専」の二字を配しており、後に「大学」の二字に代えて校章とし
ていた。                                        ～昭和56年の会報より抜粋～

長野冬季オリンピックでは記念のピンバッジが大変な人気になった。それ
をヒントに六鈴会では、会員が心をひとつにするとともに、遊び心を入れな
がら楽しく四大推進運動を盛り上げる目的と、母校七十周年記念品として、
ピンバッジを作製した。女専の校章を七宝焼きで作製することとし、デザイ
ンは白を基調に、中心の字「女専」を「六鈴会」に変えた。

                                                               ～全史より抜粋～

長野県立大学開学時に大学の同窓会として「六鈴会」の名前を継承するこ
とになり、現在は「六鈴会」のシンボル・象徴となっている。歴代役員
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初代 酒井武代 1971～1978 倉田君子 1970～1978

御所窪た津枝 1978～1988

岡田幸子 1988～1996 小林朋子 1991～1996

荒井幸子 1996～1998

上原綾子 1998～2003

４代 近藤多鶴子 2004～2008

宮崎孝子 2008～2010

竹内洋子 2010～2014

村澤初子 2014～2015

小林喜美枝 2018～2019

６代 小林いせ子 2020～ 黒岩京子 2020～
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５代 岡村昭子 2008～2019
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市場祥子 2015～

３代 小林朋子 1996～2004
田村肇子 1996～2002
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長坂希代子

飯澤佐智子 1984～1989

浜本レイ子 1990～1991

塚田とめお 1992～1999

渡辺満子 1999～2003 降旗和子 1999～2002

上原綾子 2003～2006

竹内洋子 2006～2010

横田由美 2010～2016

松田美千代 2013～2014

横田由美 2016～2022 袖山順子 2016～2022

宮島幹子 2022～2022

坂東美佐子 2023～
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岩田良子 2002～2010

由井千春 1978～1990

岩田良子 2010～2016

多田みち子 2022～
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故・北原かほる様（昭12専・本科卒業）のご遺志に
より、ご遺族からご寄付をいただきました。

（平成27年会報第35号に掲載）

「新しき世に」歌碑について
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これまで90余年にわたり、ここ
三輪の地で歴史を紡いできた母校。
今後の更なる発展を願う私たち同
窓生の思いを、小林亮介先生が歌
碑のデザインに込めてくださいま
した。

平成28年4月22日、北原かほる様
の甥御様ご夫婦にもご参列をいた
だき、総勢68名で除幕式を行いま
した。
終わりに「新しき世に」を斉唱、
母校への思いを共有し、同窓生の
絆を深める会となりました。

制作 小林亮介先生
長野県短期大学
幼児教育学科教授
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